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TabReach !
〜Tableauを組織のスタンダートBIにする⽅法〜

株式会社 ビズリーチ
マーケティングテクノロジー室

⻄澤 祐介
荒⽊ 和也
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アジェンダ

• 1部 Dashboard for ALL 〜継続的に⾒られるダッシュボードの構築〜

• 2部 tableauユーザーのアクティベート
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2016ビズリーチJOIN
事業環境分析
アドホック分析

2017 キャリトレJOIN
ユーザー属性分析、広告・メール周りの効果測定
KPIダッシュボード/モニタリング体制構築
事業予算策定
カスタマーサクセス(テックタッチ推進)

2009 ⼤⼿Sier JOIN
インフラエンジニア
データ分析インフラ構築PMO

⾃⼰紹介
⼈材業界tableauユーザー会幹事。Tableau 6th Jedi ⼆つ名は「Data samurai」

@zwt1n
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創業 ︓2009年4⽉
代表者 ︓南 壮⼀郎
従業員数︓約1,449名（2019年5⽉現在）
拠点 ︓東京／⼤阪／名古屋／福岡／シンガポール
事業内容︓インターネットを活⽤したサービス事業

株式会社ビズリーチ / BizReach, Inc.
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次々と社会課題の解決を⽬指す事業を⽴ち上げる
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アジェンダ

• 1部 Dashboard for ALL 〜継続的に⾒られるダッシュボードの構築〜

• 2部 tableauユーザーのアクティベート
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Creator 57ライセンス(57ライセンス割当済)
Explorer 0ライセンス
Viewer 150ライセンス(101ライセンス割当済)

Tableau 全社導⼊状況
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Tableau History

2015 2016 2017 2018 2019

ユーザー数

⼀部でセルフ
サービスBI開始

Server運⽤

分析者の間で
tableau利⽤開始

Desktop運⽤

CoE発⾜

対象事業拡⼤
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Center of Excellence(CoE)とは︖
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CoEにはどんな⼈物が必要か︖
チームとして
ビジネス、アナリティクス、エンジニアリング各⽅⾯の知識・経験を保有
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BizReach CoE ＝ マーケティングテクノロジー室

Data for All
データ基盤構築
データ分析・可視化⽀援
AI適⽤推進
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セルフサービスBI うまくいっていますか︖
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セルフサービスBIの闇
⾮効率・共通⾔語不在

同じようなデータ出す
同じ指標だけどそもそも出し⽅や定義が違うものが乱⽴

年齢別転職実績

20代
転職実績

20代転職実績

20代転職実績(特定プラン)

Team A

Team B

包含関係 同⼀指標の亜種

Team C
20代転職実績(SQL、集計ミス)



Copyright (C) 2019 BizReach, Inc

・データソースが違う
・SQLの集計が違う
・Tableauでの集計が違う

間違ったデータの流通 ⾮効率性・指標の乱⽴

なぜこんなことが起こるのか

・コミュニケーションが断裂
・情報の集約・蓄積ができてない
・チーム・部⾨横断の視点の⽋如



Copyright (C) 2019 BizReach, Inc

なぜこんなことが起こるのか

ダッシュボードの共通化

ユニバーサルBIの推進

・データソースが違う
・SQLの集計が違う
・Tableauでの集計が違う

間違ったデータの流通 ⾮効率性・指標の乱⽴

・コミュニケーションが断裂
・情報の集約・蓄積ができてない
・チーム・部⾨横断の視点の⽋如

データソースの汎⽤化
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個別最適
限定的
単発
静的
⼀⽅通⾏
ユーザー数 少

セルフサービスBI ユニバーサルBI

全体最適
汎⽤的
継続的改善
動的
探索的
ユーザー数 ⼤

ユニバーサルBIとは
現場の様々なニーズを取り込んだ中規模〜⼤規模なBI環境を提供する
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ユニバーサルBI

発散

収束

セルフサービスBI

誰かがキレイにしなければ汚いまま
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CoE(Analyst) CoE(Analyst)

発⾒、仮説

汎化
CoE(Analyst)

BI セルフサービスBI ユニバーサルBI

CoEは⼤変

教育

ユニバーサルBI「も」推進し、利⽤ユーザーを⼀気に拡⼤させる
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ユニバーサルBIへの挑戦
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ユニバーサルBI成功へのポイント ①

価値がある

使いやすい

役に⽴つ

好ましい

⾒つけやすい

信頼できる

アクセス
しやすい

AX(Analytics Experience)を最⼤化し、価値あるダッシュボードを構築する

意思決定/
アクション
に繋がる

UXハニカム構造 AXハニカム構造
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リリース後改善 引き継ぎ現場ニーズの把握

ユニバーサルBI成功へのポイント ②

プロトタイピング

意識した
こと

・指標の登場回数
・話の順序
・判断軸

・50点でも出す
・改善に時間をかけない

・とことん付き合う
・帰納的に要件を整理

・実際に⼿を動かして
もらう

・朝会・定例に潜り込む
・コアメンバーと継続

的1on1
・戦略的兼務
・兼務先での評価

・レビュー定例 1回/週
・要望管理

・都度対応
・要望管理

・引継ぎ定例 1回/週
・作ったダッシュボード

を再現してもらう

やったこと

⼤⽅針：とことん現場に寄り添う。現場のメンバーとして当事者意識を持つ
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【補⾜】 要望の蓄積
Slackや⼝頭ベースで要望を受付けない。要望が⼀覧で⾒れることが重要。
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意思決定/
アクション
に繋がる

特に⼤事なポイント
ユニークネス(代替不可能性)を作ることが特に重要。※正しいデータが前提

Goodの例
異なるデータソースをブレンド
したダッシュボード

Badの例
Excelを単にtableau化
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・朝会で使⽤している媒体別の広告パフォーマンスレポートを可視化
・Google sheetのレポートをtableau化

事例1 〜BIZREACH事業 カスタマーマーケティング部⾨〜
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事例1 振り返り
リリースから1ヶ⽉後。使われないダッシュボードに。
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・担当毎のKPI⽬標シート (Excel)と実績値(DWH)を掛け合わせた予実管理
・チーム横断のダッシュボード

事例2 〜キャリトレ事業 カスタマーサクセス部⾨〜
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事例2 振り返り
継続的に使われるダッシュボードに︕



Copyright (C) 2019 BizReach, Inc

意思決定/
アクション
に繋がる

【再掲】特に⼤事なポイント
ユニークネス(代替不可能性)を作ることが特に重要。※正しいデータが前提

事例から⾒るユニークネスポイント

・予実管理がDailyでできる
・組織横断で⾒れる

(管理職ニーズの創出)
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意思決定/
アクション
に繋がる

ダッシュボードアクション

アラート機能
ルール・計算ベースの視覚表現

書式設定の柔軟性

⾊プリセットの豊富さ
ダッシュボードサイズの柔軟性

ユニバーサルBIを⽀援するtableauの機能
例えるなら、Tableau = ビュッフェ その他のBIツール =定⾷
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本⽇の⾔いたいこと

・Not only「セルフサービスBI」 but also 「ユニバーサルBI」

・新しい/ユニーク性のあるダッシュボードを作り、利⽤者の
マインドシェアを奪い取れ

・ユニバーサルBI最強のパートナー。それがTableau。
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アジェンダ

• 1部 Dashboard for ALL 〜継続的に⾒られるダッシュボードの構築〜

• 2部 tableauユーザーのアクティベート
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About Me
荒⽊ 和也
Kazuya Araki

株式会社ビズリーチ マーケティングテクノロジー室
8th Tableau Jedi - Trickstar

受託開発 -> パッケージ開発 -> Data Analyst / Data Engineer

@kazuya_araki_jp

araki-ka
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Tableauユーザーアクティベーション
• コミュニティ醸成
• 今後の施策
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前段の話

2018年6⽉

2018年8⽉

2018年12⽉

2019年4⽉

2019年6⽉

2019年7⽉
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Tableauを有効活⽤する環境を整備
• 2018年6⽉
• サブスクリプションライセンス移⾏
• = Tableau Server導⼊

• 2018年8⽉
• Data Warehouse(BigQuery)構築
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思ったほどTableauユーザーの
アクティベートが進まなかった。
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2018年6⽉

2018年8⽉

2018年12⽉

2019年4⽉

2019年6⽉

2019年7⽉
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原因整理 & 戦略を練る
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Strategy : Data AIDMA
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Tableauの社内認知はある。
BIツールといえば
Tableau︕
という社内認知は
ある。
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課題感

興味と欲求のキャズム

データを⾒たり、
可視化したりする
欲求に⾄らない。
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仮説

興味 -> 欲求の
キャズムを突破
できた場合…
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仮説

いい感じにデータ
アナリティクスの
サイクルが回る。

と仮説。
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Strategy : Data AIDMA

ここを活性にする
施策が肝要︕
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やったこと : コミュニティの醸成
• オンライン
• Slack

• オフライン
• 社内User Meetup
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Slack(Publicチャンネル)

• 最新バージョン機能紹介
• ビジュアルアナリティクスに

関する記事、ブログ紹介
• Tableau Tips

情報発信を積極的に⾏うことで、
興味関⼼を持ってもらう。
(欲求に持っていくための伏線)
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2018年6⽉

2018年8⽉

2018年12⽉

2019年4⽉

2019年6⽉

2019年7⽉
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社内User Meetup開催
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コンテンツ概要
• Visual Analyticsの話(荒⽊)
• Bronze Demo(⻄澤)
• 意⾒交換会
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やってみてどうだったか︖
• 想定内のこと
• 事業部を超えたTableauユーザーのつながり
• データを可視化したい、という欲求への底上げ

• 想定外だったこと
• 社内User Meetup前後での質問に変化
• アンケートによって⾒えてきたことがある(後述)
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SQLに苦⼿意識があるユーザーは3割超

※社内User Meetupアンケートより
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(RedshiftからBigQueryに移⾏した影響もある)

• SQLの⽅⾔に対応できていない
• 今まで使えていた関数が使⽤できない
• クエリ課⾦を意識したSQL

などなど
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Tableau歴1年未満のユーザーが⼤半

※社内User Meetupアンケートより
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スキルレベルのばらつきはある

※社内User Meetupアンケートより
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今後の施策

2018年6⽉

2018年8⽉

2018年12⽉

2019年4⽉

2019年6⽉

2019年7⽉



Copyright (C) 2019 BizReach, Inc

テーマ : 技術⼒を磨く
Classroom(≠勉強会)
• SQL(Standard SQL)
• Tableau
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Standard SQL Classroom
2019年6⽉ 開講予定

• Standard SQLの基本
• 本番データを基にしたユースケース
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Tableau Classroom
2019年7⽉ 開講予定

• データビジュアライゼーション
• サンプルスーパーストア -> サービスデータ
• 実業務を基にしたユースケース
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まとめ
• Tableauユーザーアクティベーション
• コミュニティ醸成

• オンラインとオフラインを駆使することで、
Tableauユーザーに対して価値提供できた。

• 今後も継続予定。
• 今後の施策

• 技術⼒を底上げする施策を展開する予定。
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実は…

※Tableau Jedi資料より抜粋
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